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　10月15日に行われた「地域農業応援団」の第3回目では、そば打ち体験が行わ
れ金融共済部の井上正恵部長がそば打ちのレクチャーを行った。

　➡記事の詳細は4ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！

ホームページ
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農産物消費拡大！
こめッち＆そばフェアを開催
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農産物消費拡大！
こめッち＆そばフェアを開催

　10月2日、北竜町農畜産物直売所「みのりっち北竜」前で「北

竜ひまわりライス新米大感謝祭2021」が開催された。昨年に

続き新型コロナウイルス感染症対策として、マスクの着用や手

指の消毒、少人数での来場などを呼びかけた。

　この日は、北竜ひまわりライスの「ななつぼし」「ゆめぴりか」

「おぼろづき」「きたくりん」や、もち米「風の子もち」の新米

が特価で販売されることもあり、悪天候の中、開場前から来場

客が長い列を作り、穫れたての新米をまとめ買いした。また、

新型コロナウイルス感染症により家庭での食事が増加した影響

からか、昨年同様友人や親戚へ米を贈答する方が多く見られた。

　同イベントの実行委員である北竜ひまわりライス生産組合の

生産者や、JA北清裕邦北竜地区代表理事などJA役職員が店頭

に立ち販売し、開場から1時間ほどで完売となる商品もあった。

　会場では、「北竜ひまわりライスの新米」や「燦燦ひまわり油」

など町の特産品が当たるガラポン抽選会や、直売所内で行われ

た採れたて農産物の特価販売も人気を集めた。

北竜ひまわりライス 新米大感謝祭2021北竜ひまわりライス 新米大感謝祭2021

　10月16日、「農産物消費拡大！こめッち＆そばフェア」が深川

市の生きがい文化センター前特設会場で開催された。今年も昨年同

様、新型コロナウイルス感染症対策として、来場者を深川市民に限

定し、各ブースには飛沫感染防止用ビニールシートや消毒液が設置

された。また来場者にはマスクの着用と手指の消毒を呼び掛けるな

ど対策を徹底した。

　開会にあたり、同イベント実行委員長の山下貴史深川市長は、「今年は少雨による干ばつが農産物に影響を

与え、また、新型コロナウイルス感染症の影響でお米の消費も減少している。農産物を買って・食べて・消

費して地元の農業を支えて頂きたい。今回のイベントは市民が生産者に元気を送る機会になって欲しい」と

挨拶した。

　会場では、深川産新米の特価販売が行われ、ふかがわまい生産組

合が「令和3年産の美味しい新米はいかがですか」などと穫れたて

の新米をPRしながら販売した。その他深川産手打ち新そば、深川牛、

ふかがわポークの販売や野菜の袋詰め販売、新米の無料配布なども

あり来場者は深川産の農畜産物を食べ、家族や友人とイベントを楽

しんだ。またお米をテーマにしたアトラクションも企画され、新米

すくいどりやお米重量当てゲームなどには多くの家族連れなどが参

加した。
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　9月27日、山下貴史深川市長による市内米検査場の視察が行われた。山下市長は、米の集荷作業が続く

当JAの集出荷施設5か所を訪問し、令和3年産米の概況や集荷状況について確認した。

　「深川マイナリー」では、JA職員から「令和3年産米は高温少雨多照により胴割れや、乳白、腹白等のシ

ラタ（成熟していないお米）をはじめ、品質に影響が出ているが、昨年よりも低タンパク傾向の米となった」

などと報告を受けた。

　また、令和３年産米についての報告を受け市長は「今年は暑い日が続いたにも関わらず低タンパクなお米

となり良かった。ぜひ美味しい新米を食べてみたい」と話された。

　例年では、視察後に新米試食会が行われていたが、新型コロナウイルス感染症の影響で今年は中止となった。

　毎週土曜日に放送されている「あぐり王国北海道

NEXT」（HBC北海道放送）で、深川市のリンゴが特

集され10月16日の午後5時より放送された。

　10月1日の撮影では、道の駅「ライスランドふか

がわ」当JA農産物直売所eciRでJA職員が取材を受け、

深川市のリンゴの生産量は道内トップクラスであるこ

とや、毎年10月に同道の駅で開催される『ふかがわ

アップルフェスタ』のPRをおこなった。

　同日、(株 )藤谷果樹園の圃場にて収穫や試食の体験

が行われ、代表取締役の田川大輔氏はおいしいリンゴ

が出来るまでの説明や、収穫するリンゴの見分け方な

どをレクチャーした。

　番組最後のプレゼントクイズコーナーでは、当JA

から景品として深川市産のリンゴ5キロを30名分用

意した。

山下深川市長山下深川市長 市内米検査場を巡回視察市内米検査場を巡回視察

「あぐり王国北海道NEXT」で「あぐり王国北海道NEXT」で
深川市産のリンゴを紹介！深川市産のリンゴを紹介！青果部青果部青果部青果部
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　10月15日、准組合員を対象にした交流活動「JAきたそらち地域農業応援団」の第3回応援団会議が開

催された。今回は団員12名が出席し、音江地区にある「アグリ工房まあぶ」や「（株）藤谷果樹園」で、そ

ば打ち体験やアップルパイ作り、リンゴ狩り体験などを行った。

　そば打ち体験では、素人そば打ち段位認定制度の有段者である金融共済部の井上正恵部長からそば打ちの

レクチャーを受けた後、団員二人一組で協力しながら多度志地区産のそば粉を使用したそば打ちに挑戦した。

初めて体験するという団員が多く、生地の練り方や伸ばし方、切り方に苦戦しながらも、2時間ほどそば打

ちを楽しんだ。

　そば打ち体験を終えた後は、深川産の農畜産物を使用したお弁当と地元産の打ちたての新そばを堪能し、

昼食後には、金融共済部渉外課職員より財産管理や相続対策などに関するJA共済の商品説明が行われた。

　午後からは（株）藤谷果樹園を訪れ、同園代表取締役の田川大輔氏より栽培している品種や美味しいリン

ゴの見分け方などの説明を受けた後、リンゴ狩りを楽しんだ。

　参加した団員は、「そば打ちや

リンゴの収穫体験を通じて、改

めて地元の農産物を身近に感じ

る事ができた。家で食べること

がとても楽しみ」「そば打ちは初

めての体験だったが説明が分か

りやすく無事に完成できて良か

った」などと感想を話す。

JAきたそらち地域農業応援団
第３回応援団会議
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（ⓒよい食P）

　10月1日から11月1日の1カ月間、JAL（日本航空（株））

が昨年新たに導入した客室乗務員が乗務しつつ、地方創生

活動に参加し地域との絆づくりや活性化を目指し様々な取

り組みを行う「JALふるさと応援隊」の36名が2名ずつ

2日間交代で農作業を行った。

　JALと連携をした取り組みは今年7月にも行われており、

今回は農業支援の実施として、7月の体験の際にも受け入

れを行った深川市音江地区の渡邊滋典氏の圃場にてスター

チスの採花や選花作業等、本格的な農作業の支援を行った。

　今回の農業支援に参加された「JALふるさと応援隊」

の林さんは「今回は２日間作業ができたことで、より深く

選花等の作業や花きについて学びを得ることができた。前

回の体験から3か月ぶりに再会した渡邊さんには「おかえ

り」と温かく迎えて頂き、また綺麗な花に関わる作業をす

ることで心の疲れを取ることができた。何度来ても帰りた

くないと思ってしまうような素敵な体験だった」と笑顔で

話された。

JAL×JAきたそらちJAL×JAきたそらちJAL×JAきたそらちJAL×JAきたそらち 農業支援を実施農業支援を実施農業支援を実施農業支援を実施
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深川市の小学校で 稲刈り体験学習

　深川市内の各小学校5校で、9月9日から今年も稲刈り体験が行われた。児童たちは5月に田植え体

験を行っており、稲刈り体験では児童たちの手で植えた稲を青年部員や受入農家から丁寧な指導を受け

ながら鎌で手刈りを行った。児童たちは「鎌を使って稲刈りをしていた昔の人は大変だったことが分か

った」と作業を楽しみながらも食べ物を栽培する苦労を学んだ。　　　　　　　　　【営農企画課　石野】

9月10日　北新小学校（松本孝一氏宅）

9月13日　深川小学校（農業センター）9月9日　一已小学校（農業センター）

9月24日　多度志小学校（竹内誠氏宅） 10月5日　音江小学校（飯村英樹氏宅）

「空知フェア」でJAきたそらち産農畜産物をPR販売「空知フェア」でJAきたそらち産農畜産物をPR販売「空知フェア」でJAきたそらち産農畜産物をPR販売
　10月10日から10月19日の間、札幌駅構内北口にある北海道どさんこプラザ札幌店で開催された「空知

フェア2021」に当JA管内の深川市、北竜町が出展し、JAきたそらち産の新米や青果物、加工食品のPR

販売を行った。同フェアの期間中は空知管内の各市町村が農畜産物・加工品の知名度向上や消費拡大に向けた

PRとして日替わりで出展し、JAや行政の職員などが収穫されたばかりの農畜産物や加工食品などを対面販

売する。同フェアは平成20年より毎年開催されており、札幌市近郊などから多くの来場客が訪れる。

　今年も昨年に続き新型コロナウイルス感染症対策として、飛沫感染防止用のビニールシートの設置や試食販

売の取りやめ、また来場客にはマスクの着用と手指の消毒などを呼び掛けた。

　北竜町の出展は10月10日と10月11日の2日間行われ、北竜ひまわ

りライス生産組合や黒千石事業協同組合の組合員、北竜町振興公社職員、

当JA職員が参加した。

　2日間の出展で、北竜ひまわりライスの新米（うるち米：ななつぼし・

おぼろづき・ゆめぴりか・きたくりん、もち米：風の子もち）をはじめ、

黒千石大豆関連商品、燦燦ひまわり油、田からもちおかきなどを販売した。

　今回は緊急事態宣言が解除されてから間もない日程での実施で、少ない

人出ではあったが、特別企画として行った「北竜ひまわりライス（ななつ

ぼし）のすくい取り」では、長蛇の列ができるほど好評で大盛況だった。

【北竜支所　渡辺】

北竜町　10月10日、11日

　深川市の出展は同フェアの最終日である10月19日に行われ、深川

市職員や深川市農村青年部協議会員、当JA職員などが参加した。

当日は、ふかがわまい「ふっくりんこ」をはじめ、深川産のリンゴやキ

ュウリなどの青果物、「深川ポーク」の加工品、ふかがわ大福などを販

売した。

　新型コロナウイルスの影響もあり、客足は緩やかではあったが、スタ

ッフの呼び込みや積極的な対話が功を奏し、会場に設置した精米機で精

米された新米を1㎏単位で販売する「ふっくりんこ」の量り売りは大変

好評となり完売した。　　　　　　　　　　　　　【営農企画課　松本】

深川市　10月19日
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　9月29日、一已中学校生徒による当JAでの農業体験に対してのお礼のメッセージがJAに届けられた。

　同体験は、同校3年生の職場体験の一環として実施され、本年6月に大豆の播種体験とJA施設見学等、9月

に大豆（枝豆）の収穫体験が行われた。

　この日、同校の千葉航平教諭が当JAを訪問し、「この度は大変お世話になり、生徒たちも貴重な体験をとても

楽しんでいました。本当にありがとうございました」とお礼とともに、生徒から一連の体験に対するJAへのお礼

のメッセージがまとめられた模造紙を、当JAの岩田清正専務に手渡した。

届けられたメッセージは体験時の写真と共に、当JA営農センター正面入り口に掲示している。

【営農企画課　白川】

一已中学校３年生より一已中学校３年生より一已中学校３年生より一已中学校３年生より
農業体験のお礼メッセージが届く農業体験のお礼メッセージが届く農業体験のお礼メッセージが届く農業体験のお礼メッセージが届く

　ＪＡきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」１期生第１０講・２期生第４講が開催され、１０月５日に１期生

１８名、１０月１２日に２期生１１名が参加した。

　今回は、１期生・２期生同様に地元の食材を使った料理方法を学ぶことを目的として取り組み、レシピの制作や

料理教室等を行っている株式会社なごみの食卓　坂下美樹先生を

講師に迎え料理教室を行った。

　坂下先生は、管理栄養士、調理師、製菓衛生師の資格を持ちフ

ードコーディネーターとしても活動されている。

　今回の献立は、「大豆とかぼちゃのレンジ鮭おこわ、牛肉の三菜

和え、リンゴとジャガイモのクランブルケーキ、ジャガイモやゆり

根を使用した酒肴２種」を調理した。もち米や牛肉、リンゴ、野

菜などは地元の食材を使用し、きたそらち管内の農産物を味わうこ

とができた。もち米を使用したおこわは電子レンジを使用すること

が特徴で調理の際、短時間で作ることができるため電気代の節約

にもなる。

　料理を作っていく中で野菜の栄養素や食材に合った調理の仕方を

一つひとつ教えていただき、受講生からは「野菜はこんなにも栄

養素があるなんて初めて知った」「切り方だけで仕上がりが変わっ

てしまうことに驚き」など多くの知識を身に付けることができた。

【営農企画課　佐藤】
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ＪＡきたそらち女性部

福祉施設へ
タオルを
贈呈

福祉施設へ
タオルを
贈呈

　ＪＡきたそらち女性部（三

谷好美部長）は、地域貢献の

一環として平成16年から実施している「部員タオル１本運動」を

行った。

　部員がタオルを１人一本持ち寄り、各地域の福祉施設へ贈るこ

の運動は、年々女性部員は減少しているが今年度は部員数４３４

名のところ９０４本ものタオルが集まった。

　集められたタオルは、入浴時や施設清掃への活用のほか、利用

者が手縫いで雑巾を作るなど機能訓練にも活用されている。

【営農企画課　墓田】

特別養護老人ホーム
雨竜寿園 幌加内町立幌加内診療所 社会福祉法人

北竜町社会福祉協議会

特別養護老人ホーム
北竜町永楽園

多度志生活支援ハウス
しらゆりの里

永福園
デイサービスセンター

深川特別養護老人ホーム
清祥園

介護老人保健施設
エーデルワイス

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

老人ホーム
こんにちわ
　金さん銀さん
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ま
た
、
北
海
道
の
発
展
と
豊
か
な
自
然
を
維
持
す
る

重
要
な
役
割
を
自
覚
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
農
業
に
対
し

て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新規就農者☆
目
指
す
農
業

　
私
は
、
深
川
市
に
移
住
し
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
就
農
前
は
、
農
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
中
、
は

じ
め
て
経
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
農
業
の
奥
深
さ
を

感
じ
る
毎
日
で
す
。
お
米
や
花
、
さ
く
ら
ん
ぼ
等
、
ど

の
作
業
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
目
で
見
て
わ
か
る
変
化
が

あ
り
、
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
日
々
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
新
た
な
資

格
を
取
得
し
、
様
々
な
農
業
機
械
に
も
乗
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
農
業
と
い
う
と
、
男
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
業
界
で
す
が
、
女
性
で
も
活
躍
で
き
る
職
種
と
い
う

の
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集をしております。新規

就農希望者を受入れていただける生産者を募集しておりますので、人材確保に不安をお抱えの方はお気

軽にご相談ください。

　また、新たに従業員を確保される予定がある方へ、活用可能な事業をご紹介しますので、合わせてお

問い合わせください。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html

氏

名

出 

身 

地

趣

　
　味

就
農
・
研
修
先

立
田
　
亜
佐
　
さ
ん

石
狩
市

ド
ラ
イ
ブ

　深
川
支
所
　
納
内
地
区

(

株)

庄
司
農
場
　
代
表
取
締
役

庄
司 

俊
光
　
さ
ん

た
て
だ

あ
さ
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　10月4日、北育ち元気村花き生産組合音江支部（内藤敬人支部長、会員20名）が深川市立音江小学校3・

4年生を対象に「花育授業」を実施した。

　同授業は、当JA管内で花きの生産が盛んな音江地区の子ども達に実際に花に触れて身近に感じてもらおうと毎

年趣向を変え実施しており、今年で4年目を迎える。今年は3・4年生合わせた12名が協力し、全校児童56名

分の花束と、同校１階ホールにフラワーアレンジメントを作製した。

　指導は内藤支部長を中心に同支部の会員８名が行い、花材の切り方や挿

し方、アレンジメントを綺麗に作製するための空間の使い方などを児童に説

明した。児童は同支部が花材として提供したダリアやオーニソガラム、シヌ

アータ、鈴バラなど10品目から好きな花を選び心を込めて花束とフラワー

アレンジメントを２時間程で完成させた。

　参加した児童は「色々な花を知れて嬉しかった」「大変だったが綺麗に出

来てよかった」と笑顔で話す。

　内藤支部長は、「今年も素晴らしいフラワーアレンジメントが出来て嬉しい。

子供たちに楽しく体験しながら地元で生産される花について学んでもらえて

よかった」と話す。

　また、花束はフラワーアレンジメントと共に１日間、同校の１階ホールに展

示され、翌日花束を作製した３・４年生から全校児童へ１束ずつ手渡された。

音江小
「花育事業」
音江小

「花育事業」
音江小

「花育事業」
音江小

「花育事業」
花束とフラワーアレンジメント

を作製
花束とフラワーアレンジメント

を作製
花束とフラワーアレンジメント

を作製
花束とフラワーアレンジメント

を作製
（ⓒよい食P）

北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連
北空知
広域連

　当ＪＡでは、労働力を必要とする生産者と近隣

の福祉事業所をマッチングさせる『農福連携』の

取り組みを昨年より開始しており、今年度は利用者が福祉事業所

内で作業を行う「施設内就労」についても３月に意向調査を実施し、

３件の生産者の仕事を請け負うことができた。

　今年度は２事業所に委託をし、就労継続支援B型事業所　夢工

房では、さくらんぼの観光農園で使用する「種入れカップ作り」、

就労継続支援B型事業所　アグリーン妹背牛では、ひまわりの花

を支える「クッション材作り」、鑑賞用カボチャ「プッチィーニの

磨き作業」を実施した。

　「施設内就労」では、農作業等で使用する資材準備、手間がかか

っていた作業を委託することにより、作業効率の向上、労働時間

の短縮などが可能となる。

　農福連携に関するお問い合わせや相談についての連絡は営農企画

課　墓田まで（℡：0164-26-0134）

【営農企画課　墓田】

農福連携
「施設内就労」の実施 農業

振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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◆黒酢鶏

◎作り方

お料理コーナー

①鶏肉は一口大に切り、Aとビニール袋に入れてもみこみ、Bを加えて、肉にまぶす。
②フライパンに油を2ｃｍ深さに入れ、加熱しながら揚げ網の底でぎんなんを転がすように混ぜる。薄皮が

剥がれたら、皮と実を油から取り出す。パプリカは種とへたを取り、乱切りに、レンコンとヤマイモを1ｃｍ
幅の輪切りまたは半月切りにし、素揚げにする。

③①の鶏肉を②のフライパンで揚げ焼きにし、火が通ったら取り出す。大さじ1程度の油を残し、ネギを1.5
ｃｍ幅の輪切りにし、炒める。 

④Cをボウルでよく混ぜ、③のフライパンに加えて中火で熱し、とろみがついてきたらすべての具材を戻し入
れてからめ、器に盛る。

『家の光』2020年11月号「家の光料理カード」から　調理：尾身　奈美枝

◎材料（4人分）

鶏もも肉　……………………………………………　1枚（250ｇ）
レンコン・ヤマイモ　……………………………………　 各100ｇ
パプリカ（赤）　……………………………………　1/3個（60ｇ）
長ネギ　…………………………………………　1/3本分（50ｇ）
新ぎんなん（殻なし）　………………………………………　15個

サラダ油

｛Ａ

｛Ｂ

ショウガ搾り汁・酒　…………………………　各大さじ1/2
塩・コショウ　…………………………………………　各適量

｛Ｃ

黒酢　……　大さじ2と1/2
砂糖　……………　大さじ2
しょうゆ　……　大さじ1強

水　………………　100ｍL
かたくり粉　……　小さじ2

小麦粉・かたくり粉　………………………　各大さじ1と1/2

　9月下旬より工事が進められていた、ホクレンショップイチヤン店

の改修工事がこのほど完了し、10月21日より営業が再開された。

　今回の改修工事は、現在のＪＡ本所の老朽化が進んでいることか

ら、金融共済店舗をホクレンショップ内に移設することとし、合わせ

てホクレンショップの内装を一新するもので、売り場面積が一部縮小

されるものの、これまでの取扱商品アイテム数は変えずに、また人

気のケーキ・洋菓子店の「シャトレーゼ」も引き続き営業される。

　10月21日から10月24日まではリニューアルオープンセールが開

催され、テント市などでは、ふかがわ米をはじめ、各商品が特価で

販売され、連日多くのお客様で大盛況となった。また、新店舗では

新たに全道のホクレンショップで展開する「北の恵み」コーナーが新

設され、全道ＪＡの加工品が販売されており、こちらも人気を集めた。

　なお、引き続き10月25日からは金融共済店舗の改修工事が行わ

れ、12月6日より新金融共済店舗のオープンを予定しております。

ご利用の皆様にはご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力のほ

どよろしくお願い申しあげます。

ホクレンショップイチヤン店リニューアルオープン

転載不可
（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

津
田
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

津
　田
　尚
　也

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
一
つ
で
あ
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
が
、今
ま
で
の「
16 

歳
以
上
の
者
」か
ら「
12 

歳
以
上
の
者
」

へ
と
改
訂
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
小
児
へ
の
本
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
状
況
を
前
に
、
日
本
小
児
科
医
会
か
ら
「
12 
歳
以
上
の
小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
考
え
方
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

御
承
知
の
よ
う
に
、
小
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
従
来
株
だ
け
で
な
く
変
異
株
に
お
い
て
も
、

感
染
者
の
多
く
は
無
症
状
な
い
し
軽
症
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
現
在
ま
で
我
が
国
で
は
本
ワ
ク
チ
ン
に
お
い
て
は
、
こ
の
年
齢
層
に
お
け
る
効
果

や
安
全
性
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
接
種
後
短
期
間
で
の
効
果
と
安
全
性
は
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
接
種
後
何
年
か
経
過
し
た

状
況
で
の
効
果
や
安
全
性
に
つ
い
て
は
全
対
象
年
齢
に
お
い
て
も
評
価
が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
本
ウ
イ
ル
ス
は
容
易
に
変
異
を
起
こ
し
や
す
い
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
、
変
異
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
感
染
性
が
強
く
な
る
傾
向
に
あ
り
今
後
も
感
染
拡
大
が
続
く
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
今
後
重
篤
化
し
や

す
く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
状
況
下
で
は
何
と
し
て
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
抑
え
込
む
た
め
の
切
り
札
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
拡
充
さ
れ
、
地
域
に

お
け
る
集
団
接
種
や
か
か
り
つ
け
医
で
の
個
別
接
種
、
そ
れ
に
加
え
企
業
接
種
の
形
で
の
集
団
接
種
な
ど
が
行
わ
れ
、
短
期
間
で
可
能
な
限
り
多
く
の
希
望
者
へ
の
接
種

が
可
能
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
当
然
小
児
の
接
種
に
も
及
ん
で
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
本
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
痛
み
な
ど
の
局
所
的
副
反
応
、
発
熱
・
倦
怠
感
な
ど
の
全
身
的
副
反
応
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
に
比
べ
年
齢
の
若
い
方
に
よ
り

多
く
発
現
す
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
私
た
ち
は
ワ
ク
チ
ン
成
分
や
接
種
手
技
と
は
直
接
関
連
性
が
薄
い
、
接
種
時

の
緊
張
な
ど
か
ら
く
る
こ
の
年
齢
特
有
の
接
種
直
後
に
起
こ
る
反
応
や
、
ま
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
接
種
後
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら

起
こ
る
反
応
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
）
接
種

後
の
反
応
等
か
ら
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
年
齢
が
さ
ら
に
下
げ
ら
れ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
、
小
児
へ
の
接
種
を
よ
り
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
は
小
児
科
医
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　JAきたそらちでは、組合員・お客様に安心
してご利用いただけるよう、新型コロナウイ
ルス感染症対策として以下の対策を行ってお
ります。
○全職員のマスク着用、手洗い、アルコール消毒の徹底
○各事業所・店舗の入口に消毒液、窓口に飛沫感染防止シートを設置
○待合場所の椅子の間隔を開けて設置
　ご不便とご迷惑をお掛けしますが、来所・来店される皆様のご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

営業時間変更のお知らせ
【金融共済部】

11月からATMの稼働時間が下記の通りとなります。

【経済部 燃料課】 【営農センター】
11月からSSの営業時間が下記の通りとなり
ます。
SS営業時間（11月～翌年3月）

8:00～ 19:00

8:00～ 18:00

セルフ

フ　ル

音　江
深　川
イチヤン
納　内
多度志
北　竜
幌加内

本 所
金融共済音江支所
金融共済深川支所
金融共済納内支所
金融共済多度志支所
金融共済雨竜支所
金融共済北竜支所
北 竜 町COCOWA
金融共済幌加内支所

11月から営農センターの営業時間が下記の
通りとなります。
営農センター営業時間（11月～翌年3月）

平　日

9:00～ 17:30 9:00～ 12:00 稼働しません

9:00～ 17:00 9:00～ 17:00
土曜日 日曜日・祝日

ATM稼働時間（11月～翌年３月）

9:00～17:00

農業振興部・担い手支援室
販売部

経済部資材課・資材推進課
深川支所

【道の駅農産物直売所　eciR】
11月から直売所の営業時間が下記の通りと
なります。

9:00～17:00
直売所営業時間（11月～翌年3月）

※12月31日及び1月1日～ 3日はATMは稼働しません。各店舗（窓口）平日9:00～ 16:00

（ⓒよい食P）
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本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらち

金融共済部 共済課からのお知らせ
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農業振興部からのお知らせ
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本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらち

知って得する農業者年金

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！1
ポイント

農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入し豊かな老後を！

①年間６０日以上農業に従事し、国民年金第１号被保険者（保険料免除を除く。）である２０歳
以上６０歳未満の方が加入できます。

②農業者年金は積立方式・確定拠出型で少子高齢化時代に強い。

死亡一時金もあり安心
　８０歳前に死亡した場合には、８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一
時金として受け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

安心の
終身年金

一定の要件を満たす方には保険料の
国庫補助（月額最大１万円）があります。2

ポイント

　認定農業者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など、一
定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高１万円、通算す
ると最大で２１６万円）があります。
　この国庫補助は経営継承など一定の要件を満たせば将来特例付加年金として受給できます。
　また、経営継承の時期について年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

加入で大きな節税効果！
保険料は全額社会保険料控除の対象3

ポイント

●支払った保険料は家族分も含めて全額が社会保険料控除の対象。
●所得税・個人住民税・復興特別所得税が節税になります。
　（支払保険料の１５％～３０％程度が節税。）
●保険料の運用益が非課税  ●将来受け取る農業者年金には公的年金等控除は適用されます。
●死亡一時金は非課税です。

詳しくは…

またはお近くのJA窓口までお気軽にお問合せ下さい。
農業者年金基金 https://www.nounen.go.jp

知って得する農業者年金
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　昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が公布され、今年で74年を迎えました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農業生産力の増進」と「農業

者の経済的社会的地位の向上」を図り、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法

が制定され、農協が設立されました。

　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民

主的運営」の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆

様の営農と生活の安定並びにより良い地域社会の実現を目指し、今日に至っております。

　昨年より、新型コロナウイルスという今まで経験したことのないウイルスが世界的に感染拡

大しており、このウイルスは、社会・経済の環境変化にも大きな影響を与えております。

　農業分野においても農畜産物の深刻な需要の減少、東京一極集中の是正などの地方への関心

の高まり、SDGｓへの貢献、地球温暖化による気候変動への対応として「２０５０カーボンニ

ュートラルへの挑戦」の具体化（みどりの食料システム戦略の策定）など取り巻く環境の大き

な変化も加速しております。

　かかる状況のもと、この度３年に１度のＪＡ北海道大会を開催し、【北海道５５０万人と共に

創る「力強い農業」と「豊かな魅力ある地域社会」】が決議されるところであります。

　組合員・ＪＡ・連合会・中央会が各々の役割を再認識するとともに、JAグループ北海道が一

体となって、しっかりと対話を行い、経営基盤を強化していくことが大会の基本目標であり、

着実に実践していくことが社会からの要請に応えることにもなります。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の拠り所とし、今後

とも組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業と

ＪＡの発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッ

セージと致します。

農協法公布記念日にあたっての
組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　　小野寺　俊　幸
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JAグループ北海道からのお知らせ
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

十月俳句十月俳句十月俳句

9月号の正解は
「オツキミ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　宮崎アヤ子　様
雨 竜 町　　藤田　淳一　様
北 竜 町　　腰越二三子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3
5

6

7
8

10

13

15
16

17
19

20

21

ふざけて人が困ることや嫌が
ることをすること。悪ふざけ。
時間の差。標準時の違い。
厚く切った肉を鉄板などで焼
いた料理。
足のくるぶしの上の少し細く
なったところ。
風邪をひくと上がる。体温。
化 粧をしていない自然 の顔。
飾らないありのままの姿。
サハラ砂漠がある大きな大陸。
「○○○○ゾウ」
選挙で選ばれた人が集まり、
政治や法律などについての会
議をする所
自動車。
こまご まとした 用 事・仕 事 。
「○○○○係」
ベルリンが首都の国。独。
積極的に行おうとする心「○○
○的」
土地や区画の境界に、木材な
どを立て並べ設置する囲い　
植物が育つうえで必要。地。土
壌。

1

4
6
8

9

11

12

14

15

17

18

20
22

23

名前を書くこと。署名。「有名
人の○○○」
今日の次の日。
朝遅くまで寝坊すること。あさい。
昆虫。雄は秋に前ばねを立てて
リーンリーンと鳴く
色々な所をまわる観光旅行。「バ
ス○○○」「○○○旅行」
模様。物の性質や感じ。「○○
が悪い人」
主に金属で先がとがっている。
物を打ち付ける時に使う「○○
をさす」
キク科の多年草。花茎は「○○
のとう」と呼ばれる
宝石や貴金属をつないで首にか
ける装飾品。ネックレス  
アメリカ・カナダなどのお金の
単位
一度。ひとたび。野球で最初の
回「○○○○の表」  
歳の暮れ。年末。
足を包み、厚い底のついた履物。
外に出る時に履くもの。
物事の核心となる重要な部分。
中心。「組織の○○○○○」

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切11月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和４年１月号に掲載します。
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経済部イチヤン給油所　　成澤祐里香

販売部農産課　　　　　　千葉　智広

大変お疲れ様でした

退　職　者

（令和3年8月31日付）

（令和3年9月30日付）

１．関係団体等諸会議について
２．上半期決算棚卸立会における意見書について
３．上半期決算定期監査報告について
４．内部監査報告について
５．組合員の加入脱退について
６．財務報告及び事業実績について
７．不祥事ゼロ運動における現金・棚卸資産管理の自

主点検の結果報告について
８．職員の人事及び業務事故について
９．第30回JA北海道大会におけるJA組織討議結果

の提出について
10．営農センター工事及び本所移転スケジュールにつ

いて
11．貸出金の貸付報告について

12．令和3年度　JA共済コンプライアンス点検結果
について

13．みどりの食料システム戦略の概要について
14．令和3年産　米集荷状況について
15．令和3年産　農産物集荷状況について
16．米在庫状況について
17．販売未収金について
18．畜産物の販売実績について
19．令和2年産　種子大豆最終精算について
20．青果・花き集荷販売実績について
21．令和2年産共計玉ねぎ精算について
22．春期営農軽油対策について
23．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　半期ディスクロージャーについて
議案第３号　貸出金の貸付決定について

議案第４号　令和3年産米に係るJA概算金の設定に
ついて

議案第５号　令和3年産　「ゆめぴりか」買取単価
の設定について

提
出
議
案

１．令和3年度 JAきたそらち役員研修及び営農組合
長研修の考え方について

協
議
事
項

報
　告
　事
　項

第10回理事会 〈令和３年10月6日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和３年9月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,319
94

5,712
276
939

当月末
34
0
39
0
24

脱退
14
3
48
2
4

加入
1,339
91

5,703
274
959

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和３年９月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

60,747kWh 発電電力

○累計（R2.12～R3.９）

488,328kWh
19,532kWh

10,075kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

117,007kWh

7,020kWh
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金融共済部からのお知らせ

ＪＡきたそらち金融共済本所　☎0164-22-6618ＪＡきたそらち金融共済本所　☎0164-22-6618
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